
猪
名
川
町
立
中
学
校
の
再
編
に
つ
い
て

　

猪
名
川
町
で
は
、
平
成
28
年
か
ら
学
識

経
験
者
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
者
、
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
関
係
者
、
学
校
・
幼
稚
園
長
、
町

職
員
か
ら
構
成
さ
れ
た
「
猪
名
川
町
立
学

校
園
あ
り
方
検
討
委
員
会
」
を
立
ち
上

げ
、
町
立
学
校
園
の
よ
り
良
い
教
育
環
境

を
整
備
し
、
充
実
し
た
学
校
園
教
育
の
実

現
の
た
め
、
存
置
・
再
編
も
含
め
た
協
議

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
か
ら
の
答
申
を
基
に
、
平

成
30
年
３
月
に
「
猪
名
川
町
立
学
校
園

の
適
正
規
模
・
適
正
配
置
等
教
育
環
境

の
あ
り
方
に
関
す
る
基
本
方
針
（
以
下

「
基
本
方
針
」
と
い
う
。
）
を
策
定

し
、
基
本
方
針
に
基
づ
き
小
・
中
学
校

そ
れ
ぞ
れ
の
存
置
・
再
編
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
１
年
間
の
評
価
・
検
証
を
行
い

ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
中
学
校
に
つ
い
て
は
、

ゆ
る
や
か
に
生
徒
数
の
減
少
が
続
い
て

お
り
、
令
和
２
年
度
以
降
は
単
学
級
の

学
年
が
生
じ
る
可
能
性
が
見
込
ま
れ
る

た
め
、
「
一
学
年
複
数
学
級
と
な
る
学

校
規
模
、
集
団
規
模
の
確
保
」
、
「
免

許
所
有
教
員
を
配
置
で
き
る
体
制
の

確
保
」
を
め
ざ
し
、
基
本
方
針
を
改
定

し
、
中
谷
中
学
校
と
六
瀬
中
学
校
を
再

編
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

詳
細
は
再
編
計
画
で

　

再
編
に
関
す
る
詳
細
は
、
猪
名
川
町

立
中
学
校
再
編
計
画
で
定
め
る
こ
と
と

←中学校再編計画（案）はコチラ

説明会でいただいたご意見はコチラ→

スケジュール（案）

日　程 内　容

９月末まで 住民・保護者説明会

10月 10月定例教育委員会にて再編計画決定

12月 条例改正・再編準備会の設置

令和２年１月～

令和４年３月末

検討

新設校（既存施設）の改修工事

令和４年４月 新設校への就学開始

中谷中学校

六瀬中学校

し
、
そ
の
計
画
案
に
つ
い
て
、
地
域
・

保
護
者
の
皆
様
を
対
象
に
６
月
か
ら
説

明
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

説
明
会
等
で
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、

教
育
委
員
会
の
考
え
を
整
理
し
た
う
え

で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
開
す
る
予
定

と
し
て
お
り
ま
す
。
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今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

令
和
元
年
９
月
～

　

 

特
定
地
域
選
択
制
の
制
度
内
容
、
各
校
の

特
色
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
。
保
護
者
へ
の
通

知
、
町
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
る

情
報
提
供

令
和
元
年
10
月
１
日
～
31
日

　

指
定
校
変
更
申
請
受
付

令
和
元
年
12
月

　

指
定
校
変
更
決
定
通
知

令
和
２
年
４
月

　

特
定
地
域
選
択
制
実
施

中学校の再編及び特定地域選択制に関する問合せ　　教育振興課　☎072-766-6000

町
内
３
中
学
校
の
見
学
会
の
ご
案
内

　

特
定
地
域
選
択
制
の
導
入
に
あ
た
り
、
中
学
校
の
見
学
会
を
行
っ
て

い
ま
す
。
参
加
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
こ
ち
ら
→

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
・
相
談
先
：

　
猪
名
川
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
　

Ｔ
ｅ
ｌ　

７
６
６
‒
６
０
０
６

　
　

Ｆ
ａ
ｘ　

７
６
６
‒
３
０
３
４

小
規
模
特
認
校
入
学
（
就
学
）
生
を
募
集

　

小
規
模
特
認
校
と
は
、
少
人
数
の
特
徴
を
活
か
し
、
特
色
あ
る
教
育

を
推
進
し
て
い
る
小
規
模
校
に
一
定
の
条
件
の
も
と
通
学
区
域
外
か
ら

就
学
を
認
め
る
こ
と
に
よ
り
、
児
童
の
心
身
の
健
康
増
進
を
図
り
、
豊

か
な
人
間
性
を
培
う
と
と
も
に
学
校
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
制
度
で
す
。

　

猪
名
川
町
で
は
平
成
31
年
４
月
か
ら
制
度
を
導
入
し
、
令
和
２
年
度

の
入
学
（
就
学
）
生
を
、
下
記
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

申
請
手
就
続
き

　

希
望
す
る
保
護
者
は
、
小
規
模
特
認
校
（
猪
名
川
町
立
楊
津
小
学
校

及
び
大
島
小
学
校
）
、
又
は
猪
名
川
町
教
育
委
員
会
教
育
振
興
課
に
指

定
校
変
更
申
請
書
及
び
誓
約
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
、
小

規
模
特
認
校
の
学
校
長
と
の
面
談
を
保
護
者
、
児
童
と
も
に
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

※
申
請
書
及
び
誓
約
書
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ま
た
は
、
小
規
模
特
認
校
・
猪
名
川

町
教
育
委
員
会
教
育
振
興
課
に
備
え
付
け
て
い
ま

す
。

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
→

①
申
請
期
間
：
令
和
元
年
10
月
１
日
（
火
）
～
11
月
29
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　

 

９
時
～
17
時
ま
で　

た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く

②
提

出

先
： 
希
望
す
る
小
規
模
特
認
校
又
は
教
育
委
員
会
教
育
振
興
課

　

「
猪
名
川
町
立
学
校
園
あ
り
方
検
討
委
員

会
」
の
答
申
を
受
け
、
平
成
30
年
３
月
に
策
定

し
た
「
基
本
方
針
」
に
お
い
て
、
小
中
学
校
と

も
に
「
学
校
選
択
制
の
導
入
の
可
否
に
つ
い
て

決
定
す
る
。
」
と
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

小
学
校
で
は
、
平
成
30
年
10
月
に
楊
津
小
学

校
及
び
大
島
小
学
校
お
い
て
、
小
規
模
特
認
校

制
を
導
入
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
平
成
31
年
４

月
か
ら
運
用
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

　

中
学
校
に
つ
い
て
は
、
猪
名
川
中
学
校
の
大

規
模
状
態
の
教
育
環
境
を
望
ま
な
い
生
徒
・
保

護
者
へ
の
配
慮
、
中
谷
中
学
校
の
１
学
年
複
数

学
級
の
維
持
及
び
六
瀬
中

学
校
の
生
徒
数
の
増
加
を

目
的
に
、
特
定
地
域
選
択

制
を
令
和
２
年
４
月
か
ら

導
入
し
ま
す
。

特
定
地
域
選
択
制

と
は

　

従
来
の
通
学
区
域
は
残

し
た
ま
ま
で
、
特
定
の
地

域
に
住
む
方
に
つ
い
て
、

学
校
選
択
を
認
め
る
こ
と

で
す
。
具
体
的
に
は
猪
名

川
中
学
校
を
特
定
地
域
と

し
、
猪
名
川
中
学
校
区
の

生
徒
は
教
育
委
員
会
の

決
定
に
基
づ
き
中
谷
中
学

校
、
六
瀬
中
学
校
に
就
学
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

対
象
者
及
び
通
学
助
成
に
つ
い
て

　

募
集
対
象
は
特
定
地
域
で
あ
る
猪
名
川
中
学

校
区
に
住
所
を
有
し
、
翌
年
度
に
中
学
校
１
年

生
と
し
て
入
学
す
る
予
定
の
児
童
と
し
、
定
員

に
つ
い
て
は
設
け
な
い
こ
と
と
し
ま
す
。
通
学

助
成
に
つ
い
て
は
、
自
宅
か
ら
６
km
以
上
の
場

合
、
遠
距
離
通
学
助
成
に
関
す
る
要
綱
に
基
づ

き
、
年
２
万
円
を
上
限
に
助
成
が
あ
り
ま
す
。

猪名川中学校
特
定
地
域
選
択
制
（
学
校
選
択
制
）
の
導
入
に
つ
い
て

詳
細
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
く
だ
さ
い
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は

こ
ち
ら
↓
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先
日
、
阪
神
７
市
１
町
教
育
委
員

会
連
合
会
で
の
教
育
長
・
教
育
委
員

研
修
に
て
、
「
第
３
期
ひ
ょ
う
ご
教

育
創
造
プ
ラ
ン
（
兵
庫
県
教
育
基
本

計
画
）
」
に
つ
い
て
の
説
明
・
講
話

を
拝
聴
し
ま
し
た
。
平
成
21
年
か
ら

始
ま
り
、
５
年
毎
に
第
１
期
、
第
２

期
と
経
て
、
今
回
の
第
３
期
に
向
け

て
の
変
遷
は
「
自
立
」
に
対
す
る
考

え
方
が
軸
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
内

容
で
し
た
。

　

社
会
情
勢
・
教
育
環
境
の
変
化
を

み
て
も
、
人
口
減
少
社
会
の
到
来

や
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
技
術
革
新
の

進
展
、
働
き
方
改
革
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
今
の
子
ど
も
達
の

65
％
は
大
学
卒
業
後
、
今
は
存
在
し

て
い
な
い
職
業
に
就
き
、
ま
た
、
今

あ
る
職
業
の
47
％
は
自
動
化
さ
れ
て

人
工
知
能
や
ロ
ボ
ッ
ト
に
代
替
可
能

だ
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
創
造
性
を
発

揮
す
る
力
が
人
と
し
て
強
く
求
め
ら

れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
多

様
化
す
る
程
に
、
価
値
基
準
の
判
断

が
難
し
い
問
題
に
ぶ
つ
か
る
場
面
も

自
ず
と
増
え
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
こ
れ
か
ら
の
自

立
に
大
切
な
の
が
、
自
分
と
向
き
合

い
続
け
る
力
や
、
相
手
に
対
し
て
柔

軟
に
受
容
し
共
生
で
き
る
力
。
今
後

の
教
育
内
容
の
充
実
に
寄
与
し
て
い

き
ま
す
。

「
変
容
す
る
教
育
環
境
の
中
で
」

教
育
委
員
　

田
尻
　
紗
津

教育委員

コラム

大会結果

令和元年度川西・猪名川地区中学校総合体育大会の結果　＊阪神大会への出場権を獲得した団体（個人は掲載しません）

陸上競技 【女子総合】 2位 （ 猪名川中 ）

バレーボール 【女子】 2位 （ 猪名川中 ）

野球 2位 （ 猪名川中 ）

卓球 【男子】 3位 （ 猪名川中 ）

ソフトテニス 【男子団体】 3位 （ 猪名川中 ）

剣道 【男子団体】 2位 （ 猪名川中 ）

【女子団体】 2位 （ 猪名川中 ）

令和元年度阪神中学校総合体育大会の結果　＊県大会への出場権を獲得した団体及び個人

剣道 【男子個人】 ベスト6 岡田　健志 （ 猪名川中 ）

バレーボール 【女子】 2位 （ 猪名川中 ）

陸上 【男子個人】 共通男子1500m 3位 志方　英輝 （ 中 谷 中 ）

共通男子3000m 3位 志方　英輝 （ 中 谷 中 ）

共通男子3000m 5位 赤尾　嘉紀 （ 猪名川中 ）

共通三段跳 2位 大河内　亮介 （ 猪名川中 ）

共通三段跳 6位 中村　太亮 （ 猪名川中 ）

1年　1500m 1位 今川　黎音 （ 猪名川中 ）

ソフトテニス 【男子個人】 1位 和田　成生・高橋　真登 （ 六 瀬 中 ）

【男子個人】 ベスト8 梅本　昂典・望月　謙吾 （ 猪名川中 ）

水泳 【男子個人】 自由形　400m 4位 和田　晃太朗 （ 猪名川中 ）

バドミントン 【男子個人】 5位 三宅　晴己 （ 猪名川中 ）

令和元年兵庫県中学校総合体育大会の結果

剣道 【男子個人】 ベスト8（近畿大会出場） 岡田　健志 （ 猪名川中 ）

陸上 【男子個人】 共通男子1500m 4位（近畿大会出場） 志方　英輝 （ 中 谷 中 ）

ソフトテニス 【男子個人】 ベスト8（近畿大会出場） 和田　成生・高橋　真登 （ 六 瀬 中 ）
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［大島小］ 新しい時代へ　つなぐ平和
　７月９日（火）、６年生が平和について修学旅行などで学
んだことを、平和集会で劇にして発表しました。どうした
ら自分たちの想いを伝えられるか考えながら、シナリオを
作り練習も工夫しました。本番では、１～５年生が、６年
生からの平和のバトンをしっかり受け取りました。

［松尾台小］ 箏
こ と

の音色にうっとり
　４月25日（木）、大原啓司先生をお迎えし、４年生が箏の
演奏にチャレンジしました。「♪さくら～さくら～」のフ
レーズを「♪七七八(ななや) ～七七八～」と弦の番号で歌
いながら楽しく練習しました。日本の音楽のよさに親しむ
ことができました。

［白金小］ いじめをなくそう「命の授業」
　６月26日（水）に子どもの権利委員会委員の藤田弁護士
をお招きして、６年生を対象に「命の授業」を受けました。
弁護士という職業を学び、命の尊さについて考える機会に
なりました。

［猪名川小］ 一段と成長した！高学年
　６年生は、修学旅行、報告会の経験を通して、大切なこ
とは何かを考え行動することを学び、５年生は自然学校を
通して、自然とふれ合いながら、全員の心が一つになるこ
との楽しさを味わい、大きく成長しました。

［楊津小］ 平和集会　七夕かざり
　５月31日（金）６年生が修学旅行で学んだことを全校生
や保護者の方に発表する平和集会の最後に、平和への願い
を込めた短冊を笹（竹）に付けて、七夕かざりを作りました。

［つつじが丘小］ ぽんぽんさんがやってきた
　６月10日（月）から14日（金）の読書週間に合わせて、
図書ボランティア「ぽんぽん」さんが、１・２年生に読み
聞かせをしてくれました。子どもたちはお話しの世界にの
めり込んで聞いていました。

きらめき
学
校園通信

写真館
きらめき
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［猪名川中］ 第３０回体育大会
　６月８日（土）、本校30回目の体育大会を開催しました。
開校当時の約４倍になった838名の生徒達は、迫力と活気の
ある演技と競技を披露し、見る者に感動を与えてくれました。

［猪名川幼］ 身体を動かして遊ぶと楽しいね！
　運動遊びの先生と一緒に体操をし、年少児はサーキット
遊び、年長児はボールを使った遊びを教えていただきまし
た。鉄棒や平均台、フープ、ボール等いろいろな遊具を使
いながら、友達と一緒に楽しく遊びました。

［六瀬幼］ そうめん流しいらっしゃいませ！
　水に触れて遊ぶことがとっても気持ちの良い季節です。
園庭の砂場でトユを使ってそうめん流しが始まりました。
「いらっしゃい！おそうめんを流しますよ。」「だしにつけて
食べてください！」なかなか上手な腕前です！

［つつじが丘幼］ チャレンジタイム
　幼稚園では、たくましい身体づくりの取り組みとして、
『チャレンジタイム』を実施しています。広い園庭と楽しい
遊具をたくさん使って、サーキット遊びです。バランスを取
りながら不安定な足元に注意して歩いている子どもたちの
表情は真剣！そしてできるようになると笑顔いっぱいです。 
「きをつけや！」「もう少しやで！」と、一人の挑戦が、いつ
の間にか友達と一緒に挑戦する姿へとかわっていくのです。

［中谷中］ 修学旅行　沖縄平和学習
　５月30日（木）〜６月１日（土）沖縄の平和祈念公園に
ある、「平和の礎」前で行った平和セレモニーの様子です。

「平和の礎」に刻まれた沖縄戦でお亡くなりになった全ての
方の名前の数に驚き、命の大切さ、平和の大切さを改めて
感じた時間でした。

［六瀬中］ 沖縄での平和学習
　５月30日（木）～６月１日（土）、３年生は修学旅行で沖
縄方面に行きました。１日目の「ひめゆりの塔」では、亡
くなられた方に千羽鶴を献げ、黙祷を行いました。その後
で、ヌヌマチガマを訪れ、「別れの曲」をみんなで歌い、平
和について深く学ぶことができました。

［松尾台幼］ よし、 とび箱とぶよ！
　毎日行うリズム運動にカエルの動きがあり、とび箱をと
ぶ基本動作につながっています。子ども達は「よし！」と
気合を入れて、跳び場に挑戦しています。
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人権作文

　

高
齢
者
虐
待
と
は
、
殴
る
・
蹴
る
・
侮
辱

す
る
・
食
事
を
与
え
な
い
・
病
気
を
放
置
す

る
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
言
い
ま
す
。
児

童
虐
待
と
は
、
激
し
く
揺
さ
ぶ
る
・
や
け
ど

を
負
わ
せ
る
・
溺
れ
さ
せ
る
・
家
に
閉
じ
込

め
る
・
言
葉
に
よ
る
脅
し
・
兄
弟
間
で
の
差

別
的
扱
い
な
ど
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　

虐
待
を
受
け
て
い
て
も
、
高
齢
者
は
自
分

が
虐
待
さ
れ
て
も
自
分
の
子
ど
も
だ
か
ら
と

愛
し
、
世
話
に
な
っ
て
い
る
負
い
目
を
感
じ

て
い
ま
す
。
児
童
の
場
合
は
、
ど
ん
な
ひ
ど

い
目
に
あ
っ
て
も
、
親
を
慕
い
、
愛
し
続
け

ま
す
。
一
方
、
虐
待
を
し
て
い
る
人
は
、
そ

こ
に
愛
は
感
じ
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
け

れ
ど
、
介
護
や
育
児
に
限
界
を
感
じ
、
暴
力

を
ふ
る
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
私
は
、
今
年
の

六
月
に
起
き
た
五
歳
の
女
の
子
へ
の
虐
待
と

い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の

こ
と
を
き
っ
か
け
に
虐
待
を
許
せ
な
い
と
い

う
思
い
が
強
く
な
り
、
虐
待
に
つ
い
て
考
え

て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

年
々
虐
待
は
増
え
て
い
ま
す
。
わ
か
っ
て

い
る
だ
け
で
も
、
平
成
二
十
八
年
度
の
児
童

虐
待
は
十
二
万
二
千
五
百
七
十
八
件
、
高
齢

者
虐
待
は
四
万
六
千
四
百
九
十
九
件
で
し

た
。
こ
れ
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
は
、
高
齢

者
虐
待
よ
り
も
児
童
虐
待
の
方
が
、
三
倍
ぐ

ら
い
多
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
は
、
高
齢

化
社
会
と
言
わ
れ
て
い
て
、
子
ど
も
の
数
は

減
っ
て
い
る
の
に
、
子
ど
も
に
対
す
る
虐
待

の
方
が
多
い
と
い
う
こ
と
に
疑
問
を
感
じ
ま

し
た
。
と
同
時
に
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
社

会
に
不
安
が
こ
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。
高
齢

者
の
虐
待
の
被
害
の
約
八
割
が
女
性
で
、
加

害
者
の
約
四
割
が
息
子
で
し
た
。
自
分
を
育

て
て
く
れ
た
母
親
を
虐
待
す
る
な
ん
て
許
せ

ま
せ
ん
。
人
間
だ
か
ら
腹
が
立
つ
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
私
も
親
に
叱
ら
れ
て
腹
を
立
て

る
こ
と
も
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
あ
り
ま
す
。
で

も
、
腹
が
立
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
暴
力
を

ふ
る
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
ど
ん
な
理
由
が

あ
る
に
せ
よ
、
今
ま
で
家
や
家
族
を
守
っ
て

き
て
く
れ
た
親
を
虐
待
す
る
な
ど
、
あ
っ
て

は
い
け
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
子
育
て

も
終
わ
り
、
今
度
は
家
族
に
見
守
ら
れ
な
が

ら
ゆ
っ
く
り
生
活
し
て
い
く
は
ず
だ
っ
た
の

に
、
暴
力
を
ふ
る
わ
れ
る
な
ん
て
考
え
て
も

み
な
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
楽
し
か
っ
た

は
ず
の
家
族
と
の
思
い
出
が
壊
れ
て
し
ま

い
、
そ
ん
な
中
で
人
生
の
幕
を
閉
じ
る
の
は

嫌
で
す
。
私
は
私
の
親
に
も
そ
ん
な
思
い
を

し
て
欲
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
時
に
は
け
ん
か

も
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
仲
良
く
暮
ら

し
て
い
き
た
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
高
齢
者

も
そ
の
家
族
も
み
ん
な
が
住
み
や
す
い
世
の

中
に
な
る
よ
う
頑
張
り
た
い
で
す
。

　

次
に
、
子
ど
も
の
虐
待
に
つ
い
て
で
す

が
、
大
切
な
一
つ
の
命
が
生
ま
れ
て
き
て
く

れ
た
の
に
、
そ
の
大
切
な
命
が
、
虐
待
を
受

け
て
亡
く
な
り
、
親
が
逮
捕
さ
れ
る
事
件
が

あ
り
ま
す
。
私
は
子
ど
も
の
立
場
と
し
て
、

絶
対
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
し
、
信
じ
た
く
も

あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
二
年
生
の
時
、
ト
ラ
イ

や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
で
幼
稚
園
に
行
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
園
児
た
ち
は
皆
元
気
で
い

つ
も
笑
顔
で
し
た
。
私
は
慣
れ
な
い
環
境
で

不
安
と
緊
張
で
一
杯
で
し
た
が
、
園
児
た
ち

の
笑
顔
と
楽
し
そ
う
な
様
子
に
支
え
ら
れ
て

頑
張
れ
ま
し
た
。
毎
日
、
お
母
さ
ん
と
手
を

つ
な
い
で
登
園
し
て
く
る
子
、
お
昼
に
は
か

わ
い
い
お
弁
当
を
嬉
し
そ
う
に
食
べ
て
い
る

子
、
お
迎
え
の
お
母
さ
ん
を
見
つ
け
て
、
笑

顔
で
走
っ
て
行
っ
て
幼
稚
園
で
の
様
子
を
一

生
懸
命
話
し
て
い
る
子
な
ど
、
本
当
に
笑
顔

に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
や
お
父

さ
ん
は
あ
の
子
た
ち
に
と
っ
て
信
頼
で
き
る

人
、
安
心
で
き
る
場
所
な
ん
だ
と
実
感
し
ま

し
た
。
で
も
、
そ
ん
な
笑
顔
の
子
ど
も
た
ち

ば
か
り
で
は
な
く
、
虐
待
を
受
け
て
い
る
子

ど
も
も
い
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
今
、
気
づ

き
ま
し
た
。
虐
待
さ
れ
て
亡
く
な
っ
た
子
ど

も
は
生
ま
れ
て
ま
だ
三
～
五
年
し
か
生
き
て

い
な
い
の
に
と
て
も
残
酷
で
す
。
生
ま
れ
て

間
も
な
く
命
を
奪
う
の
だ
っ
た
ら
、
そ
の
子

高
齢
者
虐
待
・
児
童
虐
待

井い
の

下し
た

　
み
の
り
さ
ん
（
六
瀬
中
学
校
三
年
の
時
の
作
品
）

の
お
母
さ
ん
は
な
ぜ
、
子
ど
も
を
産
ん
だ
の

だ
ろ
う
か
と
不
思
議
で
す
。

　

私
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
減
ら
す
た
め
に

家
族
や
親
戚
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
つ
な
が

り
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
親
戚
や
地
域
の

人
が
様
子
を
見
に
行
っ
た
り
、
声
を
か
け
る

だ
け
で
も
悲
し
い
事
件
は
減
る
と
思
い
ま

す
。
役
場
な
ど
の
人
た
ち
の
高
齢
者
を
抱
え

る
家
や
幼
い
子
ど
も
を
抱
え
る
家
へ
の
訪
問

も
大
き
な
力
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
私
の
住

ん
で
い
る
町
は
、
高
齢
者
が
と
て
も
多
い
小

さ
な
町
な
の
で
、
近
所
の
方
と
で
き
る
だ
け

た
く
さ
ん
話
を
し
て
、
高
齢
者
だ
け
で
な
く

多
く
の
人
た
ち
と
の
つ
な
が
り
を
作
っ
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。
小
さ
な
町
だ
か
ら
こ
そ

明
る
く
、
元
気
な
町
を
作
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
高
齢
化
が
進
ん
で
い
く
中
、
私

た
ち
が
親
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
私
は
三
人

姉
弟
で
す
が
、
自
分
自
身
が
親
に
な
っ
て
育

て
て
い
け
る
の
か
と
考
え
る
と
自
信
が
あ
り

ま
せ
ん
。
で
も
、
後
悔
し
な
い
子
育
て
を
し

た
い
で
す
。
私
は
自
分
が
や
ら
な
く
て
も
、

自
分
の
代
わ
り
に
誰
か
が
や
っ
て
く
れ
る
と

い
う
よ
う
な
考
え
は
持
た
ず
に
自
分
で
頑

張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
社
会
を
作
っ
て
い
く
の
は
私

た
ち
で
す
。
一
人
ひ
と
り
自
分
が
今
、
で
き

る
こ
と
を
考
え
、
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
未
来
の
世
界
が

虐
待
な
ど
で
つ
ら
い
思
い
を
す
る
人
が
い
な

い
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
社
会
を
作
っ
て
い
き
た

い
で
す
。
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後期　人権教育セミナー

月　日 時　　間 場　所 講　　師 内　　容

 9月26日（木） 19：00 ～ 20：30
中央公民館

視聴覚ホール

社会福祉法人　きらくえん

名誉理事長　市川　禮子 さん

「老い、死について考える。１」

～施設・介護の現場から～

10月10日（木） 19：00 ～ 20：30
中央公民館

視聴覚ホール

さくらホームケアクリニック

院長　久保　雅弘 さん

「老い、死について考える。２」

～医療の現場から～

10月24日（木） 19：00 ～ 20：30
中央公民館

視聴覚ホール

子どもの生活文化研究会

代表　梓　加依 さん

高齢者／障がい者介護

（ブックトーク１）

11月14日（木） 19：00 ～ 20：30
中央公民館

視聴覚ホール

おはなしきゃんどる

主宰　田中　千代野 さん

いのち／子ども

（ブックトーク２）

第19回猪名川町美術展「町展」の作品募集
・応募資格　高校生以上（町外在住の方の応募も可）

・作品規定　1部門につき1点（複数部門の応募も可能）

・出 品 料　1点につき、一般1,500円、高校生500円

・出品規格　絵画、立体工芸（彫刻・工芸）、書、写真　※部門ごとに賞あり

・作品受付　令和元年9月7日（土）14時～17時

　　　　　　令和元年9月8日（日）10時～12時

・受付場所　文化体育館（イナホール）

・募集要項　町内各公共施設に配置

・そ の 他　電子申請による事前申込みも可能（９月６日（金）中）。

　　　　　　詳しくは、ホームページをご参照ください。

・問合せ先　猪名川町町展実行委員会事務局（文化体育館内）　☎７６６－７４００

作品展示期間　令和元年9月20日（金）～22日（日）

令和元年度

運動会・体育大会日程
校　園　名 日　程

幼稚園

猪名川幼稚園

10月5日（土）
松尾台幼稚園
六瀬幼稚園

つつじが丘幼稚園

小学校

猪名川小学校

9月28日（土）

楊津小学校
大島小学校

松尾台小学校
白金小学校

つつじが丘小学校
中学校 六瀬中学校 9月14日（土）

※中谷中学校、猪名川中学校は、6月に開催しました。

ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

教
育
の
駅
い
な
が
わ
は
、
学
校
の
状
況
や
お
知
ら
せ
な
ど
、
猪
名
川
町
の
教
育
に
つ
い
て

の
情
報
を
、
皆
さ
ん
に
お
伝
え
す
る
た
め
に
、
教
育
委
員
会
の
会
報
誌
と
し
て
発
行
し
て

お
り
ま
す
。

「
教
育
の
駅　

い
な
が
わ
」
は
、
猪
名
川
町
の
教
育
に
つ
い
て
考
え
・
実
践
・
情
報
を
交

換
し
合
う
場
、
一
旦
停
車
し
て
考
え
る
「
駅
」
と
な
る
よ
う
に
、
と
の

願
い
を
こ
め
て
名
付
け
ま
し
た
。

「
教
育
の
駅　

い
な
が
わ
」
へ
ご
意
見
の
あ
る
方
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

読
み
込
ん
で
い
た
だ
き
、
意
見
を
入
力
後
、
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

給
食
セ
ン
タ
ー
見
学
会

　

猪
名
川
小
学
校
、
楊
津
小
学
校
、
白
金
小
学
校
の
1
年
生
の
み
ん
な
が
、
給
食
セ
ン

タ
ー
見
学
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

　

窓
越
し
に
大
き
な
鍋
や
し
ゃ
も
じ
を
上
手
に
使
う
調
理
員
さ
ん
。

　

た
く
さ
ん
の
食
材
や
野
菜
を
切
る
機
械
、
大
き
な
冷
蔵
庫
、
回
転
釜
な
ど
み
ん
な
興

味
津
々
。

　

給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、

お
い
し
く
作
る
だ
け
で
な

く
、
衛
生
面
に
気
を
付
け

て
い
る
こ
と
も
学
び
ま
し

た
。

　

調
理
員
た
ち
も
窓
越
し

に
手
を
振
っ
て
ご
あ
い
さ

つ
。

　

み
ん
な
一
生
懸
命
勉
強

し
た
後
は
、
で
き
た
て
の

給
食
を
食
べ
ま
し
た
。

（猪名川小学校１年生）

（白金小学校１年生）
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この広報誌は12,300部作成し一部あたりの単価は15.1円です。

朝どりとうもろこし

　１学期給食最後の７月17日は昭和60年から続く「朝どりとうもろこし」の日。

　当日早朝から突然の大雨が降りましたが、５時には止み無事収穫することがで

きました。７時から給食センターでとうもろこし約1800本の皮むきをし、すぐに

茹でて学校へ届けました。

　今年は非常に甘く立派なとうもろこしで子ども達も大喜び。

　地元で生産されたものを地元で消費する「地産地消」。

　子ども達が郷土への愛着をはぐくむ給食に取り組むことができるの

は、生産者の方々、JA兵庫六甲職員、NPO法人元気ファーマーの皆さん

のおかげです。

【
幼
稚
園
向
け
】

『
も
じ
も
じ
こ
ぶ
く
ん
』

小
野
寺
悦
子
／
作　

き
く
ち
ち
き
／
絵

（
福
音
館
書
店
）

　

こ
ぶ
た
の
こ
ぶ
く
ん

は
と
っ
て
も
は
ず
か
し

が
り
や
。
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
を
買
い
に
い
き

ま
す
が
、
な
か
な
か
「
く

だ
さ
ー
い
」
の
声
が
出

ま
せ
ん
。
こ
ぶ
く
ん
が
も
じ
も
じ
し
て
い

る
間
に
、
ほ
か
の
動
物
た
ち
が
ど
ん
ど
ん

買
っ
て
い
き
ま
す
。
う
な
だ
れ
て 
鼻
が

地
面
に
つ
き
そ
う
に
な
っ
た
と
き
、
こ
ぶ

く
ん
の
耳
に
小
さ
な
小
さ
な
声
が
聞
こ
え

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
あ
り
の
あ
り
い
ち
ゃ

ん
が
精
一
杯
は
り
あ
げ
て
い
た
声
。
「
だ

れ
も
気
づ
い
て
く
れ
な
い
」
と
ぽ
ろ
ん
と

こ
ぼ
れ
た
あ
り
い
ち
ゃ
ん
の
涙
を
見
て
、

勇
気
を
出
し
た
こ
ぶ
く
ん
。
お
目
当
て
の

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
買
う
こ
と
が
で
き
る

の
で
し
ょ
う
か
？

【
小
学
校
低
学
年
向
け
】

『
し
ん
ぶ
ん
の
タ
バ
ー
』

萩
原
弓
佳
／
作　

小
池
壮
太
／
絵

（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）

　

タ
バ
ー
は
、
お
ば
あ
さ
ん
が
新
聞
紙
を

束
ね
て
作
っ
た
イ
ス
。

お
ば
あ
さ
ん
は
い
つ

も
タ
バ
ー
を
座
り
心

地
の
良
い
、
い
い
イ

ス
だ
と
褒
め
て
く
れ
ま
す
。
あ
る
日
、
イ
ス
ー

ン
国
の
王
さ
ま
が
『
い
い
イ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
』

を
開
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
お
ば
あ
さ
ん

に
見
送
ら
れ
、
タ
バ
ー
も
遠
い
お
城
へ
と
向

か
い
ま
す
が
、
ほ
か
の
イ
ス
た
ち
に
「
き
み

は
イ
ス
じ
ゃ
な
い
」
と
笑
わ
れ
、
仲
間
に
入

れ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。
悲
し
い
気
持
ち
の
ま

ま
お
城
へ
向
か
う
タ
バ
ー
で
す
が
、
途
中
で

壊
れ
た
イ
ス
た
ち
を
様
々
な
ア
イ
デ
ア
で
助

け
て
あ
げ
ま
す
。
心
優
し
い
タ
バ
ー
と
コ
ン

テ
ス
ト
の
行
方
は
…
。

【
小
学
校
中
学
年
向
け
】

『
と
び
き
り
お
か
し
な
マ
ラ
ソ
ン
レ
ー
ス
』

メ
ー
ガ
ン
・
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
／
作
・
絵

お
び
か
ゆ
う
こ
／
訳
（
光
村
教
育
図
書
）

　

１
９
０
４
年
ミ
ズ
ー

リ
州
セ
ン
ト
ル
イ
ス

で
、
ア
メ
リ
カ
初
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
マ
ラ
ソ

ン
レ
ー
ス
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
前
日
に
降
っ
た
大
雨
の
影
響
で
、

予
定
し
て
い
た
コ
ー
ス
を
変
更
し
た
の
で
す

が
こ
れ
が
と
ん
で
も
な
く
走
り
に
く
い
コ
ー

ス
、
そ
し
て
選
手
も
自
由
気
ま
ま
。
途
中
で

コ
ー
ス
を
は
ず
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
り
ん
ご

畑
で
足
を
と
め
た
り
、
さ
ら
に
は
車
で
移
動

す
る
選
手
ま
で
現
れ
て
…
。
今
で
は
と
て
も

考
え
ら
れ
な
い
大
ら
か
な
レ
ー
ス
で
す
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
国
の
人
が
と
も
に
競
い
、
楽
し

む
と
い
う
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
精
神
は
今
も
変

わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
一

冊
で
す
。

【
小
学
校
高
学
年
向
け
】

『
ユ
ン
ボ
の
い
る
朝
』

麦
野
圭
／
作　

大
野
八
生
／
絵
（
文
溪
堂
）

　

小
学
５
年
生
の
幹
は
強

引
な
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
菊

池
く
ん
に
押
し
切
ら
れ
、

消
し
ゴ
ム
を
万
引
き
し
て

し
ま
う
。
心
の
病
気
で
仕
事
を
休
み
が
ち
な
お

父
さ
ん
、
そ
の
こ
と
で
毎
日
忙
し
い
お
母
さ
ん

に
正
直
に
話
す
こ
と
が
で
き
ず
、
一
人
苦
し
ん

で
い
た
幹
に
声
を
か
け
て
く
れ
た
の
は
、
向
か

い
の
工
事
現
場
で
働
く
ユ
ン
ボ
の
作
業
員
の
博

巳
さ
ん
。
博
巳
さ
ん
に
悩
み
を
打
ち
明
け
る
う

ち
に
、
幹
の
気
持
ち
に
変
化
が
現
れ
る
。
あ
る

日
、
学
校
で
人
気
者
の
瞬
く
ん
の
シ
ャ
ー
ペ
ン

が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
真
っ
先
に
疑
わ
れ
た

の
は
菊
池
く
ん
、
で
も
菊
池
く
ん
が
犯
人
で
は

な
い
と
知
っ
て
い
た
幹
は
…
。

【
中
学
生
向
け
】

『
し
ず
か
な
魔
女
』

市
川
朔
久
子
／
作
（
岩
崎
書
店
）

　

中
学
生
の
草
子
は
不

登
校
。
人
と
話
す
こ
と

が
苦
手
な
草
子
は
毎
日

身
を
ひ
そ
め
る
よ
う
に

図
書
館
に
通
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
あ
る
日
、
図

書
館
内
で
草
子
に
小
さ
な
事
件
が
起
こ
る
。
助

け
て
く
れ
た
の
は
司
書
の
深
津
さ
ん
。
深
津
さ

ん
は
お
守
り
だ
と
言
っ
て
「
し
ず
か
な
子
は
、

魔
女
に
向
い
て
い
る
」
と
書
い
た
メ
モ
を
く
れ

る
。
本
の
題
名
か
と
思
い
自
分
で
調
べ
る
が
見

つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
草
子
は
、
こ
の
言
葉
の

載
っ
て
い
る
本
を
探
し
て
ほ
し
い
と
深
津
さ
ん

に
依
頼
す
る
。
後
日
、
深
津
さ
ん
か
ら
渡
さ
れ

た
の
は
白
い
紙
の
束
、
１
ペ
ー
ジ
目
に
『
し
ず

か
な
魔
女
』
と
書
か
れ
た
原
稿
だ
っ
た
。
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